
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都府 】 

学校名【 京都府立乙訓高等学校 】 

１実践テーマ 【Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ】  

２実施対象者 スポーツ健康科学科 １年生（４２名） 

２年生（４０名） 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（スポーツ概論・スポーツ総合演習） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

 

４目 標  

（ねらい） 

 公益財団法人日本オリンピック委員会マーケティング担当の脇

本昌樹氏から東京オリンピック組織委員会で４年間勤務した運営

側の経験と JOC にて担当されているマーケティング業務、なら

びに選手を派遣する側の業務について知識を深め、オリンピッ

ク・パラリンピックに関わる仕事の概要について学ぶ。 

 

５取組内容 公益財団法人日本オリンピック委員会マーケティング担当の脇

本昌樹氏に「東京オリンピック・パラリンピックを成功に導く」

と題した講演会、及びスポンサー企業に対して実際に行ったプレ

ゼンテーションの実演と生徒に対する指導。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６主な成果 

 

東京オリンピック・パラリンピック大会を成功に導くための大

会運営、社会への働きかけを学ぶことで、スポーツが社会全体に

及ぼす影響について学ぶことができた。また、スポンサー企業に

対するプレゼンテーションの実演をしていただき、効果的に説得

する手法も学ぶ事ができた。 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

東京オリンピック・パラリンピックの誘致、大会運営の為のス

ポンサー集め、大会ボランティア等の内容を写真や映像・グラフ

等を用い生徒に理解しやすいよう工夫をしていただいた。 

また、大会を支える仕事の概要について学ぶことに重点を置い

た。 

 

８主な課題等 例年は、トップアスリートに講演をしていただくことが多く、

体験談や競技引退後のセカンドキャリア、目標設定等の講演が多

かったが、スポーツを支える職業に携わる方に来ていただき、ス

ポーツを別の視点から学び深められたことは大きな成果であっ

た。 

 

 ９来年度以降

の実施予定 

今後は、支えるスポーツの実体験（ボランティア等）を通して

新たなスポーツへの関わり方を学習させたい。 

 

 


